
(一財)日本建築総合試験所 

建設材料技術性能証明  評価シート 
【技術の名称】 

中性子遮蔽用混和材を用いた 

フジタ式コンクリート（FLASC） 
 

性能証明番号：GBRC 材料証明 第 20-07 号 改 1 

性能証明発効日：2025 年 8 月 12 日 

【取得者】 
株式会社フジタ 

 

 

【技術の概要】 

本技術は、炭化ほう素を主成分とする中性子を遮蔽する機

能をもつ混和材 FLAA（中性子遮蔽用混和材）を含有したコ

ンクリート（フジタ式コンクリート（以下、FLASC））を放射線施

設に使用することで、コンクリートの放射線遮蔽性能を向上さ

せるものである。 

FLASC は、一般的なコンクリートと同様にフレッシュ性状

（スランプ及び空気量）および圧縮強度を制御することが可能

であり、耐久性も一般的なコンクリートと同等である。 

 
【改定の内容】 
新 規：GBRC 材料証明 第 20-07 号（2021 年 3 月 24 日） 

改定 1：GBRC 材料証明 第 20-07 号 改 1（2025 年 8 月 12 日） 

・プレキャストコンクリートの追加 

・早強ポルトランドセメントの追加 

 

【技術開発の趣旨】 

放射線施設では、放射線源を適切に管理して使用するこ

とが求められている。すなわち、放射線源を適切に閉じ込め

ることや、外部へ漏洩する放射線を規制された数値以下の

放射線量に抑え込むために必要な放射線遮蔽設計と遮蔽

材料などが、施設管理として必須条件となっている。一方、

放射線源から発生する放射線を遮蔽する過程で放射線が施

設のコンクリートなどと相互作用することにより、そのコンクリ

ート自体が放射線を発生する物質となってしまう現象（放射

化）が施設運営や廃棄時に大きな問題となっている。 

そんな中、本技術は、「核のゴミを次世代に先送りしない」

ために、放射性廃棄物減容及び被ばく低減を実現する低放

射化遮蔽設計や施工法などを含む総合的な低放射化遮蔽

エンジニアリング・ソリューションの一部として、(株)フジタが長

年開発してきた技術の一つである。 

本技術は、後述する目標性能を達成できる技術として、

2021年 3月に建設材料技術性能証明を取得し、その後、近

年の一層のプレキャストコンクリート(PCa)化の傾向に伴って、 

 

 

本技術の適用範囲を PCa へ拡大することを主目的とした本

改定申請に至った。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、次の通りである。 

申込者が提案する「中性子遮蔽用混和材を用いたフジタ

式コンクリート（FLASC） 製造・施工マニュアル」に従って製

造・施工されたコンクリート（FLASC）は、以下の性能を有す

る。 

(1)中性子遮蔽用混和材 FLAA は、コンクリート及び鋼材

に有害な影響を及ぼさず、所定の品質及びその安定性が

確かめられている。 

(2)FLASC のフレッシュ性状（スランプ及び空気量）は、一般

的なコンクリートと同様に制御可能である。 

(3)FLASC の圧縮強度は、一般的なコンクリートと同様に制

御可能である。 

(4)FLASC の耐久性は、一般的なコンクリートと同等である。 

 

 
    図-1 ベースコンクリートと FLASC の圧縮強度 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 

株式会社フジタ   担当者：木村 健一              E-mail：kkimura@fujita.co.jp 

〒243-0125 神奈川県厚木市小野 2025-1                TEL：080-9097-2114 FAX：046-250-7139 


